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 「今、体内に異常な気配がありまして、これは新しいイベントに着想するときの、僕の

姿。そういうわけで今度チベットの奥へ行き、アイディアを練ってきます！ あ、記者さ

ん、記事は面白く！ 人間・山本寛斎をちゃんと伝えてね！」 

 今月は山本寛斎さんの独演会です！ 

採算度外視採算度外視採算度外視採算度外視！！！！

 世界を「あっ」と驚かすイベントをする寛斎さんですが、東京公演は昨年の「アボルダ

ージュ」が初めてだとか。 

 「ハデにやらせてもらいました。ワイヤーで武道館を飛ぶ男優陣、美人女優と豪華な衣

装、水と太鼓の大パフォーマンス…。６億円は使ったでしょうがチケットで得たお金は1/4

もないでしょう。なのになぜイベントができるか？ それは利益ではなく、『強烈にやりた

いもの』を優先するからです。費用を度外視した最高の企画をし、足りない分は私が企

業に何通も手紙を書いてスポンサーになってもらうのです。こういう考え方でイベントを

するのは、世界で私どもだけでしょう！ 最高のものには会場の反応も良い。イベントも

ファッションショーも、舞台から最大限のエネルギーを会場にぶつけると、必ず同量の反

応が返ってきます。熱ければ熱いほど、すごい反応となって。これを全身で受け止める

のが最高の幸せ！」 

寛斎節は絶好調になりました！

行動行動行動行動するするするする！！！！

 「で、その『アボルダージュ』に向け、過激に熱くなる寛斎を、映画に収めてみました。

世界の映画界はどう反応するのかと思い、完成したフィルムをベルリン映画祭に届けた

ら特別上映に！ 字幕は英語しかないので、ドイツ語はどうするか聞いたら『いりませ

ん。十二分にわかります』と言われました（笑）。ファッションショー出身ゆえ、言葉の表現

は二の次で。それに本当に面白いショーは、言葉じゃなく、喜怒哀楽や状況がはっきり

伝わればお客さんは感動します。そう、まさにエネルギーが強烈だった結果なんで

す！」 

満足そうに寛斎さんは続けました。

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

1944年生まれ。71年、ロンドンにお

いて日本人として初めてのファッシ

ョン・ショーを開催。74年パリ・コレク

ション、79年ニューヨーク・コレクショ

ン参加。近年はファッション・デザイ

ナーの枠を超え、大型イベントのプ

ロデューサーとして、ロシア、ベトナ

ム、インドにてスーパー・イベントを

開催。日本国内では、のべ数万人

にのぼるボランティアとともに創り

上げた巨大なライブイベントを次々

に発表し、熱狂的な支持を集めて

いる。05年ベルリン国際映画祭で

は、初監督作品の映画『アボルダ

ージュ・行くぞ！』が特別上映で参

加。愛・地球博では、オープニング

イベントを手がけた。現在日本国内

で、映画上映と寛斎のトークライブ

を合わせたジャパンツアーを全国

に展開中。俳優としても活動するほ

か、政府諮問機関観光立国懇談会

（VISIT JAPAN）委員、2005年日・

EU市民交流年海外事業委員を務

める等、幅広いジャンルで活躍中。



伝伝伝伝えたいことえたいことえたいことえたいこと！！！！

 「私は未来が楽しみです。だから今、この映画を引っさげ、全国で講演会を開いてま

す。多くの人に『夢』を持ってほしいから。夢があれば、とにかく『やるかやらないか』が大

切になる。時代は常に動いています。それを動かす人たちは古い考え方を捨てて、新し

いエネルギーでつき進んでいます。題材にした『アボルダージュ』の背景も私の人生もそ

れですし。その全てのエネルギー源は『夢』なんですよ！ それから…」

只今、山本寛斎事務所では『アボルダージュ 行くぞ！』ジャパンツアーを主催していただける企業・団

体様を募集しております。 
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